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　この本はフィールドワークに出かける前、さまざまな危険・リスクを想像し、もしものときいざというとき対処できるよう、準備するためのものです。

　活動イメージ作り、出会う人・物事から予測される危険を想定し、対策をたてることに役立てて下さい。一人だけでなく多くの人と一緒に考えると発想も広がります。また、

より多くの対策方法や情報も得られることでしょう。

　安心安全にフィールドワークを進めるためには、現地情報の取得や安心安全リスク対策の知識や技術の習得を事前にしておくとともに、もしもの事故のときの迅速かつ有効な

対処を実行するには、次の３点に留意してください。

　①信頼あるコミュニケーション作り（大学院生と教員、現地住民・関係機関）

　②個人情報（緊急時の連絡先、身体情報、保険など）に基づいた采配

　③伝達手段確保（現地と保護者、家族、友人、関係者）

　以上の点を確実にして、大学院生の研究教育でフィールドワークが有益に行われることを願います。　　　　　　　
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１．フィールドワークに出かける・・・その前に

●　調査を計画したら、以下のことを準備して下さい。

　1) 調査計画・日程の決定　

　　調査計画表　

　2) リスク対策の考案

　　　予測される危険・リスク

　　　　　事故　

　　　　　病気　

　　　　　犯罪　（盗難、強盗、拉致など）　　

　　　　　政変　（テロ、クーデター、戦争など）

　　　　　天災（地震、津波、洪水、土砂崩れなど）

　　　危険情報入手

　　　対策考案

　　　緊急時個人情報カードの作成

　3) 持ち物の確認　

　　　リストシートを作成・チェック

　4) 旅行保険への加入

　5) 指導教員への研究計画書の提出

　　　研究計画書、リスク対策、緊急時個人情報カード

　　　　　　　　　　＊行程・滞在先等は家族や保証人にも必ず伝えておくこと。

● 旅行保険に入っておくと ●

病気やけがなどの治療費だけでなく、捜索／救援費用も補償されます。

日本から駆けつけたり、捜索費用は高額です。急な救援には飛行機のチャーター

手配もしてもらえます。インドでの山岳事故が発生した時、救援のためにシン

ガポールからインドまでも飛行機を飛ばす事が可能だという例もあります。
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　ラオス、ドンクワイ村での農村生活調査をすることになりました。首都ビエンチャンに到着して市内のホテルに一泊し、翌日からフィールドワークに向かいます。

　まずは、現地の様子を探るために、もっとも手軽なグーグルマップを開いてみました。空港から町まで、スケールを大きくしていくと街路もいろいろな施設もみること

ができます。

2. フィールドワークのシュミレーション

● 事前に準備しておくべき事をすべて書き出しなさい。

● リスクの対処法を書き出しなさい。

● 想定されるリスクを書き出しなさい。
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タイ航空 H.P. より 地球の歩き方 H.P. より
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村での調査。３月の農村生活を調べるために、まずはどんな村かを探ってみましょう。グーグルマップでは地図を見ても何もありません。さすがにここまではカバーして

ないようです。写真に切り替えてみましょう。集落に通じる道、水田や森の分布もわかります。さらに拡大すれば田んぼのあぜ道もわかります。

ここで、１週間、研究協定を結んでいるラオス国立大学の先生の手配で村の一般家庭の民家に宿泊し、農業や村の資源利用の調査をします。

● 村で調査するために、ビエンチャンでしておくこを書き出しなさい。

● 村での調査はどのようにしますか。目的に応じてどのように行動し何が必要か書き出しなさい。

● 想定されるリスクとそれに対する対処法を書き出しなさい。
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右の図は都市と中心として人文環境の要素を一枚の図で表しています。この図を見ながら、想定されるリスクと対処法を書き出しなさい。

３．実践 ~ より一般的なリスクを考える ~
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マナー

　・早朝から市場に出かけて商人に話を聞こうとしたら、水をかけられた。「買わな

　　い人が来るなんて朝から縁起悪い」（ベトナム）

　・女性はお寺の本堂に入っちゃいけない（ラオス）

　　ため池に魚釣りにいって滑り落ちた。急に深くなるので、なかなか上がれず。（愛

　　知）

　・宿に泊まって、外食から戻ってきたら浸水するからと２階へ待避。（インドネシア）

　・峠道が土砂崩れで通行不能。止まっている横の崖も崩れる。（インドネシア）

　・道路冠水で立ち往生していたところ、突っ切ろうとした車が流されていた。（イ

　　ンドネシア）

　・キッチン付きのホテルで、肉を焼き始めたら煙を感知して火災報知器が鳴り、消

　　防車出動。部屋に入ってきた消防士さんに「いい匂いだ。食べて良し」といわれ

　　た。（オーストラリア）

犯罪

　・タクシーに乗ったとき、急に降ろされ、その際にカバンをパスポート、財布、航

　　空券の入った最重要カバンを置き忘れ、でてこなかった。

　・バスに財布を落とした。クレジットカードも入っていた。

　・通りを歩いてきたら、向かいから歩いてきた男が、ぶつかってきて、大丈夫かと

　　体を触ってきたが、明らかに財布をまさぐっていた（南ア）

　・夜のダウンタウンに車で迷って入ってしまったが、人に道をきくこともできず、

　　赤信号でも止まることもままならないところ。（南ア）

　・夜歩き　ショッピングモールで映画を観ていたらすっかり夜に。にぎやかだった

　　通りは夜になったら人通り無し。（南ア）

病気

　・入院　糖尿病で倒れた先生を救急車を呼んで病院へ搬送してもらった。点滴をし

　　てよいものやらどうやら悩み、甘尿と書いたら通じたような。（中国）

● 実際に教員が遭遇したアクシデント●

　・生煮えの海鮮鍋を食べて下痢した。（インドネシア）

　・揚げ物を食べて下痢のさなか、２泊３日の長距離バス乗車。（中国）

　・屋台料理　屋台でタコの活き作りを食べたら、ひどい下痢になり、なかなかとま　

　　らず、やがて痔瘻に発展し、手術を受ける羽目にあった。（韓国）

調査許可　

　・村に入ったらすぐに鉄砲をもった警官がやってきた。（インドネシア）

　・駅を撮影中、無断撮影でないかと警察にとがめられた。（オーストラリア）
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● 所在地の 確認
　病院　

　警察

　大使館

　役場

　ネットカフェ

● 携帯電話の入手　
　世界対応もしくはＳＩＭカード対応可能機種

　

● こんなことにも注意！
　神聖な場所へ立ち入り

　習慣への配慮

　家畜にむやみに触れることによる病原菌の拡散

　軍事関連施設の撮影

　私有地・所有物への無断立ち入りや無断撮影

　

チェックポイント

● まずは、挨拶 ●

　大使館　

　政変時などに、緊急通知を受けたり、脱出手段確保をしてもらえます。現地

　の最新の　情報も得られます。滞在情報を伝えておきましょう。

　研究調査提携機関　

　調査許可手続き、現地コーディネート、身分保証などで御世話になります。

　究ネットワークも広がります。　　　
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右の図は自然環境の要素を一枚の図で表しています。この図を見ながら、想定されるリスクと対処法を書き出しなさい。
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● 実際に教員が したアクシデント●

動物

　・セリ出しの手伝いで、牛を捕まえて車に乗せているとき、角で腹を突かれた（沖縄）

　・テントを建てた場所がヤギの群れの通り道になり、突き破られた。放牧している

　　牛にも踏み壊された。（ボツワナ）

　・水タンクから水をくみ出すのをいつも物陰からヤギに見られていたが、ある日水

　　タンクをひっくり返された。（ボツワナ）

　・早朝の砂浜でサンドフライの襲撃に遭い、止まっていられなかった（インドネシア）

　・草原でゾウをみかけて、遠くからなら大丈夫だと思って車を降りていったら、睨

　　まれて身動きできなくなった（ボツワナ）

　・コブラを見つけてカメラを向けてファインダー越しに目があったら攻撃された（ボ

　　ツワナ）

　・採集に出かける女性たちの後をついて歩いていたら、女性が毒ヘビを踏みつけて

　　飛び退き、怒ったヘビの真正面に自分がでくわした。

　・ヒヒのフォーメーション攻撃にあって、荷台がおろそかになったすきに大切な「あ

　　られ」を盗られた（ボツワナ）

　・ツムギアリの巣採りを取材中、気がついたら全身たかられる（ラオス）

　・子育て中の鳥の縄張りの中に入り込んで、追いかけられた（愛知）

植物

　・砂漠で採集活動についていったとき、ようやく一休みとなって、疲れて倒れこん

　　だところがトゲだらけだった。（ボツワナ）

　・山を下るときに、体を支えようと掴まった木がトゲだらけ。（ラオス）

事故

　・雪解け水が道路に冠水していてスタック。ロードサービスの人が来たが、ロープ

　　がなく、しばらくして、ロープを持っていた通行車に助けてもらう。（アイスラ

　　ンド）

　・漠の道を走っていたら路上に掃き集められた砂でハンドルを取られて横転。通り

　　がかりのトラックの運転手さんにバールでボディーをたたいてあたりをとって動

　　くようにしてもらう。

　・突然タイヤがバーストしてしまい、補助タイヤに換えようとしたが、車に積んで

　　あるはずのジャッキの位置がわからず。

　・雪道でスリップ。落輪して雪に隠れていた溝に埋まる。（岐阜）

　・田舟に乗ったらバランス崩して用水路に落ちた（ベトナム）

　・島に送ってやるといって村人が出してきた舟が小型カヌーで、外洋に出たら波を

　　かぶって浸水。（インドネシア）

　・海水浴をしていて離岸流にのって沖合に流される。波が大きく顔に容赦なく浴び

　　せられると飲んでしまう（日本）

　・川を歩いていて濡れた石で滑って転倒。めがねを割る。（日本）

　・焼き畑地帯の踏査中、沢歩き中に左右の靴底が取れて流れていった。（ラオス）

　・同行者が道を誤ってガレ場に入り込んだ。（長野）

脱水

　・調査についていって、時間がかかり、飲み水がなくなった。（ボツワナ）

　・砂漠のまっただ中、調査についていったら雷を伴って夕立到来。青空の方へ走っ

　　て逃げる。（ボツワナ）

雪

　・雪原を歩いていて深みにずぼりとはまる。（北海道）

　・氷上釣りにいって、氷を踏み抜く。（北海道）

　・道を歩いていたら吹雪に遭遇。通りがかりのトラックに乗せてもらう。（北海道）

　・高速道路運転中に吹雪に遭遇。相対速度がゼロ近くになり朦朧。（北海道）
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● 動植物および目にみえない細菌・寄生虫

　　

● 土壌・種子などの付着物

● 潮の干満、寒暖差、ダム放流などによる環境変化の把握

● 病気・けが

　　薬の用意

　　加入保険内容の確認

　　ファーストエイド法の習得

　　脱水症状の予防

● ルート

　　予定した移動経路が使えなくなった時のために代替手段や脱出方法の確認

　　　　

● サバイバル法の習得

　　遭難時や緊急事態に遭遇したときの生存手段の確保

　　たき火　ローピング　水確保など

チェックポイント
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４．フィールドワークにかかわる提出書類
フィールドワーク実施同意書

　研究活動でフィールドワークに出かける際には、次の書類を作成し指導教員に

提出してください。万が一事故等が発生した時に、適切な対策を迅速に講じるた

めに必要です。　

提出書類は超域文化学専攻 H.P. よりダウンロードしてください。
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調査持ち物リスト
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研究計画書
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リスク対策 緊急時個人情報カード
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事故報告書
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Emergency ID Card（海外渡航時に持参）
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● フィールドワークサポートシステム ●

　立教大学超域文化学専攻では、フィールドワークの安心安全のために、GPS 付きスマートフォンを利用して世界各地で位置情報を記録し、データとともに送信・閲

覧するシステムを開発しました。これは緊急事態が発生した時に、通報によりサーバーを介して、緊急情報を居所とともに関係者に即時に伝えるものです。

　日常的には、フィールドノートとしてデータ収集にも活用できます。パソコンでの閲覧画面ではグーグルマップを利用しているので、詳細な地図情報・航空写真情

報と合わせ、簡単に閲覧できます。行動トレースもでき、データはダウンロードして Excel 等で利用できます。

　みなさんに積極的に利用していただいて、システムのさらなる充実を目指します。 　


